




　本論では、エクトール・ベルリオーズ Hector Berlioz（1803 ～ 69）と同時代のロシア音楽界の交
流に光を当てる。まずはミハイール・グリーンカ Михаил Глинка（1804 ～ 57）、そしてミーリイ・










がペテルブルグで演奏されたことを知る（3 月 1 / 13 日 3）: エンゲリガルト・ホール）4）。ベルリオーズ
1）　本論では、ロシアの人名における力点を音引きで表記する。「力強い一団 могучая кучка」は批評家ヴラディーミル・スター
ソフ Владимир Стасов（1824 ～ 1906）が演奏会評（1867）で用いた呼称。バラーキレフとリームスキイ＝コールサコフのほか、
アレクサーンドル・ボロディーン Александр Бородин（1833 ～ 87）、ツェーザリ・キュイー Цезарь Кюи（1835 ～ 1918）、
モデースト・ムーソルグスキイ Модест Мусоргский（1839 ～ 81）を指す。「新ロシア楽派 новая русская музыкальная 
школа」や「バラーキレフ・グループ Балакиревский кружок」とも呼ばれた。
2）　エミール・ジャン＝オラース・ヴェルネ Émile Jean-Horace Vernet（1789 ～ 1863）はローマのフランス・アカデミーの
総裁だった。ベルリオーズはローマ留学中で、グリーンカは 1830 年 9 月から 3 年ほどミラノを中心にイタリアで作曲を学び、
当時 2 週間ほど（グリーンカ側の資料では 10 月）ローマに滞在していた（Орлова 1952: 70, Глинка 1988: 46）。
3）　ロシアの旧暦（ユリウス暦）に 12 を足すと、現在の暦（グレゴリオ暦）の日付になる。旧暦の日付には現在の暦を併記す
るか、旧暦であることを明記する。
4）　著述家ヴラディーミル・オドーエフスキイ Владимир Одоевский（1804 ～ 69）が『サンクトペテルブルグ報知』第 48 号（旧
暦 3 月 1 日）に演奏会評を寄せている（Одоевский 1956: 197 − 198, 579）。フランスでは『音楽新聞 La Gazette Musicale』








　1842 年 4 ～ 5 月にはフランツ・リスト Franz Liszt（1811 ～ 86）がロシアで歓待を受け 8）、ロシア












いる（Глинка 1975: 198− 199）。
5）　アンベール・フェラン Humbert Ferrand（1805 ～ 68）は法律家、作家。ベルリオーズの親しい友人の一人。大合唱と大オー
ケストラのための《ギリシャ革命：英雄的情景》のテクストや未完のオペラ《宗教裁判官》のリブレットを手掛けている。
6）　別の手紙（8 月 23 ～ 25 日の間 : ナンシー・パル Nanci Pal 宛）でも演奏会の成功を伝えている（Berlioz 1975: 693）。ナン
シーは、ベルリオーズの妹マルグリット＝アンヌ＝ルイーズ Marguerite-Annu-Louise（1806 ～ 50）の愛称。
7）　アンリ・ロンベール Henri Romberg / Генрих Ромберг（1802 ～ 59）は指揮者、ヴァイオリニスト。パリ音楽院で学び、
1829 ～ 49 年にペテルブルグでイタリア歌劇団を指揮した（Одоевский 1956: 579）。
8）　リストの訪露に関しては、筆者の論文（2014）を参照。
9）　マトヴェーイ・ベルナールド Матвей Бернард（1794 ～ 1871）。1829 年にペテルブルグで音楽出版社を創設、1842 年に
音楽雑誌『ヌヴェリスト』を創刊。自らもピアノ演奏や作曲を手掛けた。
10）　『現代楽器法および管弦楽法大概論』（1843）のこと（『管弦楽法』と略す）。この改訂版（1856）をリヒャルト・シュトラ
ウスが増補改訂した版が、1912 年にロシア語で出版された（Berlioz 2003: XII f.15）。
11）　グリーンカの手紙（旧暦 1845 年 2 月 15 日、5 月 9 日）によれば、仲介者はグリゴーリイ ・ヴォルコーンスキイ公爵
（Глинка 1975: 194, 218）。グリーンカの『覚書』やスターソフの論文では異なる人物が挙げられている。ベルリオーズへの
言及が、母宛の手紙（旧暦 2 月 6 日）にはなく、フリョーリ宛の手紙（旧暦 2 月 15 日）にあるため、この間に訪ねた可能性
が高い（Глинка 1988: 184 f. 328）。
12）　リュードヴィグ・ゲイデンレーイヒ Людвиг Гейденрейх（1809 ～ 92）は医者、ペテルブルグ帝室劇場の幹部。
13）　音楽祭ではパリ音楽院出身のソプラノ歌手アレクサーンドラ・ソロヴィヨーヴァ Александра Соловьёва（1813 頃～没
年不詳）が歌った。彼女は 43 年までペテルブルグ帝室劇場のロシア歌劇団に所属した後、フランスを拠点に活動した。
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　ベルリオーズの音楽祭（全 4 公演）の第 3 回（1845 年 3 月 16 日）でデビューした後、4 月 10 日
にはエルツ・ホール 14）での演奏会で、グリーンカの管弦楽曲《幻想的ワルツ》、《ルスラーンとリュ
ドミーラ》より〈レズギンカ〉〈チェルノモールの行進曲〉、イタリア歌曲《願い》が披露された
（Глинка 1988: 120, 184 f. 331）15）。













　グリーンカの方もベルリオーズを高く評価し、友人への手紙 （1845 年 2 月 16 / 28 日 : L. ゲイデン
レーイヒ宛）には、「ベルリオーズは我々の時代の最も注目すべき作曲家の一人で、独創的で誰とも







の作品をめぐり率直に語り合ったという（Глинка 1988: 118 − 119）。グリーンカは先の手紙（クー
14）　アンリ・エルツ Henri Herz（1803 ～ 88）はピアニスト、作曲家、パリ音楽院教授であり、パリにホールを所有していた。
15）　グリーンカはパリ滞在中、《幻想的ワルツ》と〈レズギンカ〉のオーケストレーションを改訂した。テオフィル・ティル
マンの指揮でイタリア歌劇団の管弦楽団が演奏した（Глинка 1988: 184 f. 331）。
16）　ベルリオーズはグリーンカに手紙（1845 年 3 月 25 日）で情報の提供を求めたが（Berlioz 1978: 237）、グリーンカは自ら
を語らず、パリに暮らす彼の旧友ニコラーイ・メリグノーフ Николай Мельгунов（1804 ～ 67）が伝記的情報を提供した
（Стасов 1952: 439）。この記事は『モスクワ報知』（1845 年 Nos.50-51）に露訳で紹介された。





208）。こうしてグリーンカは 5 月中旬にパリを発ち、憧れの地スペインへ向かった（Глинка 1988: 
121, Орлова 1952: 314）。
ベルリオーズのロシア演奏旅行




　ベルリオーズは 1847 年 2 月 14 日にパリを発ち、2 週間後にペテルブルグに到着するや否や、ヴィ
エリゴールスキイ 18）伯爵邸に招かれ、サロンに集う音楽家や文学者らと知り合い、最初の演奏会の
日や場所も即決した（ベルリオーズ 1981: 272− 273）。グリーンカと親交のある著述家ヴラディーミ
ル・オドーエフスキイは『サンクトペテルブルグ報知』（旧暦 3 月 2 日）に「ペテルブルグにおける
ベルリオーズ」を寄せ、演奏会の予告のみならず、ベルリオーズがパリでグリーンカが理解される
よう全力を尽くしたことも伝えた（Одоевский 1956: 220 − 222, 589）19）。ペテルブルグでの第 1 回の演




ワに 3 週間ほど滞在して貴族会館で 1 度だけ演奏会を開き、グリーンカの《皇帝に捧げし命》を観た。
ペテルブルグに戻ると 2 回（4 月 11 / 23 日と 18 / 30 日）演奏会を開き 20）、周到な準備で臨んだ《ロ
メオとジュリエット》は、ベルリオーズが感涙にむせぶほどの出来栄えだった。音楽面でも経済面
でも大収穫を得て、ベルリオーズは 5 月 10 / 22 日にペテルブルグを後にした（ベルリオーズ 1981: 
267 − 297, Berlioz 1978: 395）21）。
18）　ミハイール・ヴィエリゴールスキイ伯爵 Михаил Виельгорский（1788 ～ 1856）はアマチュア作曲家で、彼の邸宅は
ペテルブルグの音楽生活の中心の一つだった。ベルリオーズは予め彼に手紙（1 月後半と推定される）で支援を頼んでいる
（Berlioz 1978: 399）。ベルリオーズは『回想録』第 2 巻で訪露のエピソードを詳述している。
19）　ベルリオーズがオドーエフスキイに手紙で情報を提供した（Berlioz 1978: 407 − 408）。オドーエフスキイはベルリオーズ
の演奏会の成功を伝える記事を、グリーンカへの公開書簡の形で『サンクトペテルブルグ報知』第 51 号（旧暦 3 月 5 日）に










ズは返信（1847 年 5 月 10 / 22 日 24））でオルガンに関する知見を簡潔に伝え 25）、それを後に自ら《テ・
デウム》（1849）で実践している（Стасов 1952: 453）26）。こうしてスターソフが伏線を敷き、1860 年
代初頭にバラーキレフがベルリオーズに多大な関心を寄せるようになる。1861 年にバラーキレフが
スターソフに宛てた手紙によれば、彼は《ロメオとジュリエット》の総譜を入手して貪るように読み（4
月 8 / 20 日）、《テ・デウム》を「我々の時代の大作の一つ」とみなしている（7 月 14 / 26 日）。また
ベルリオーズの管弦楽法の教程に載っている《レクイエム》の一部 27）が目に留まり、その神秘的な
音楽に強く惹かれ全曲を知りたくなったという（8 月 3 / 15 日）（Балакирев 1935: 107, 126, 140）。
　1862 年、バラーキレフはドイツにいる友人への手紙（3 月 28 日 / 4 月 9 日: A. アルセーニエフ 28）
宛）で、ベルリオーズの《キリストの幼時》の楽譜が売られているか調べ、当地にあるベルリオー
ズの楽譜一覧を送るように頼み、後日《レクイエム》の楽譜の送付を依頼している（4 月 12 / 24 日）
（Ляпунова и Язовицкая 1967: 77− 79）。スターソフはパリでベルリオーズに会い、バラーキレフら
が彼の作品、特に《テ・デウム》に夢中であると伝え、その自筆譜の提供を頼んだ（Стасов 1952: 











26）　ベルリオーズはリヴォーフ宛の手紙（1849 年 2 月 23 日）で、《テ・デウム》を作曲中であることを伝えている（Berlioz 
1978: 609）。
27）　バラーキレフが手紙に挙げる譜例は、ベルリオーズの『管弦楽法』に掲載されている譜例〈オスティアス（生贄と祈りを
汝に捧げん）〉（mm.33 − 47）と一致する（Berlioz 2003: 307, 531）。
28）　アレクサーンドル・アルセーニエフ Александр Арсеньев は詩人、サンスクリット学者、アマチュア歌手。バラーキレ
フやムーソルグスキイの友人で、バラーキレフの《子守歌》は彼の詞による。
29）　スターソフは 1856 年からペテルブルグの帝室公共図書館（現在のロシア国立図書館）に勤務し、72 年に芸術部門の責任
者となった。彼によれば、自筆譜には〈前奏曲〉（No.3）が含まれていた。これは当時の出版譜にはなく、無料音楽学校の演
奏会では、この曲も演奏された（Стасов 1952: 453）。






（Кюи 1952: 110, Стасов 1952: 453-454）。
ロシア人作曲家（グリーンカ、ダルゴムィーシスキイ Алексaндр Даргомыжский（1813 ～ 69）、力強い一団）、西欧の先
進的作曲家（ベルリオーズ、リストら）の作品をロシアに紹介するうえで重要な役割を果たした。
31）　リャプノーヴァとヤゾヴィーツカヤが編纂した『ミーリイ・アレクセーエヴィチ・バラーキレフ：人生と創作の年代記』
を典拠とする（Ляпунова и Язовицкая 1967）。
32）　ベルリオーズは出版社との関係を考慮し、《トロイアの人々》の総譜の写譜をキュイーに手紙（8 月 7 日）で断り（Berlioz 
2001: 579 − 580）、2 度目の訪露の際（1868 年１月）に写譜が実現した（Стасов 1952: 454, 459）。
〔表１〕バラーキレフとリームスキイ＝コールサコフが指揮したベルリオーズの作品（無料音楽学校とロシア音楽協会） 
年月日（露旧暦） 主催 指揮 曲目 
1864年4月6日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 《テ・デウム》第２曲〈ティビ・オムネス〉 
1865年2月22日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 《ロメオとジュリエット》より〈マブ女王または夢の精〉 
1865年3月22日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 序曲《海賊》 
1866年2月21日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン モノドラマ《レリオ―または生への回帰》より〈エオリアン・ハープ〉〈シェイクスピアの『テ
ンペスト』によるファンタジー〉 
1866年12月11日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 《ファウストの劫罰》より〈地の精と空気の精の合唱―ファウストの夢〉〈空気の精の踊り〉 
1867年3月6日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 序曲《ローマの謝肉祭》 
1868年11月23日 ロシア音楽協会 バラーキレフ 《ロメオとジュリエット》抜粋 
1869年2月16日 無料音楽学校 バラーキレフ 《テ・デウム》 
1869年2月24日（西暦3月8日）                     ベルリオーズ死去 
1869年4月9日 無料音楽学校 バラーキレフ 《テ・デウム》 
1869年4月26日 ロシア音楽協会 バラーキレフ オペラ《トロイアの人々》より交響的情景 
1869年11月2日 無料音楽学校 バラーキレフ 《レリオ―または生への回帰》より〈エオリアン・ハープ〉〈シェイクスピアの『テンペスト』
によるファンタジー〉 
1870年4月18日 無料音楽学校 バラーキレフ ウェーバー《舞踏への勧誘》（ベルリオーズによる管弦楽版） 
1871年12月18日 無料音楽学校 バラーキレフ 序曲《ローマの謝肉祭》 
1872年2月12日 無料音楽学校 バラーキレフ 《テ・デウム》 





1879年2月27日 無料音楽学校 リームスキイ＝コールサコフ 《幻想交響曲》 
1879年11月13日 無料音楽学校 リームスキイ＝コールサコフ オペラ《ベンヴェヌート・チェッリーニ》より序曲 
1880年2月12日 無料音楽学校 リームスキイ＝コールサコフ オペラ《トロイアの人々》より第2幕〈ヌビア人の奴隷〉〈トロイアの船乗りの歌〉 
1881年2月3日 無料音楽学校 リームスキイ＝コールサコフ 序曲《ローマの謝肉祭》 
1882年2月15日 無料音楽学校 バラーキレフ 《テ・デウム》 








1867年11月16日 ベートーヴェン 交響曲第6番、モーツァルト オペラ《魔笛》より〈神官たちの合唱〉、オペラ《ベンヴェヌート・チェッリーニ》より序曲、 
モーツァルト オペラ《フィガロの結婚》よりスザンナのアリア、モーツァルト《アヴェ・ヴェルム・コルプス》、歌曲集《夏の夜》より第４曲〈君
なくて〉、ウェーバ  ーオペラ《オベロン》より序曲 
1867年11月25日 ベートーヴェン 序曲《レオノーレ》第３番、グルック オペラ《アウリスのイフィゲニア》第1幕より、《幻想交響曲》   
1867年12月2日 序曲《ローマの謝肉祭》、ヴィエニャフスキ ヴァイオリン協奏曲第２番、グルック オペラ《オルフェオとエウリディーチェ》第２幕より, 
ヴァイオリンと管弦楽のための《夢とカプリス》、ベートーヴェン 交響曲第５番   
1867年12月16日 ベートーヴェン 交響曲第3番、《レクイエム》より〈オッフェルトリウム〉、グルック 歌劇《アルチェステ》第1幕より、オペラ《宗教裁判官》
より序曲 
1868年 1月13日 ウェーバ  ーオペラ《魔弾の射手》より序曲、パガニーニ ヴァイオリン協奏曲第1番、《魔弾の射手》第３幕よりアガーテのアリア、ベートーヴェ
ン ピアノ協奏曲第５番、バッハ ヴァイオリンのためのアリア、ハイドン《天地創造》よりガブリエルのアリア、ベートーヴェン 交響曲第４番 










　こうしたなかロシア音楽協会 33）の会議（1867 年 9 月 10 / 22 日）で、バラーキレフがアントーン・
ルビンシテーイン Антoн Рубинштeйн（1829 ～ 94）の後任で同協会の指揮者に就き、同協会主
催の演奏会の運営に携わることが決まる。この会議でバラーキレフの要望が聞き入れられ、ベルリ
オーズを客演指揮者に招聘することになった（Ляпунова и Язовицкая 1967: 129 − 130, Римский-
Корсаков 2004: 97）34）。早速キュイーは、ベルリオーズとの会話や『回想録』に基づくベルリオーズ
の紹介記事を『サンクトペテルブルグ報知』第 261 号（9 月 21 日 / 10 月 3 日）に寄せ、彼の訪露を
予告した（Кюи 1952: 99 − 111）。
　当初ベルリオーズが手紙（10 月 10 日 : V. コログリーヴォフ 35）宛）で提案したのは、協会の後援
者であるエレーナ・パーヴロヴナ大公妃の趣向を反映した古典派中心のプログラムで、最終回が
自作自演だった（Berlioz 2001: 606 − 609）。これが会議（10 月 4 / 16 日）で検討され、バラーキレ
フの提案でモーツァルトやハイドンに代わり、ベルリオーズの曲が増やされた（Стасов 1952: 455, 
Ляпунова и Язовицкая 1967: 130 − 131）。ベルリオーズは全部で 10 曲の自作を指揮している〔表
2〕36）。
　ベルリオーズの手紙（12 月 15 日 : E. アレクサンドル 37）宛）からは、演奏会の熱狂ぶり、見事な演
33）　1859 年、アントーン・ルビンシテーインらの主導によりペテルブルグで発足。翌年ニコラーイ・ルビンシテーイン
Николaй Рубинштeйн（1835 ～ 81）がモスクワ支部を創設。演奏会や作曲コンクールの開催、ペテルブルグ音楽院（1862）
とモスクワ音楽院（1866）の創設など、19 世紀後半のロシア音楽界で主導的な役割を果たし、1917 年の 10 月革命後に消滅した。
34）　ベルリオーズの手紙（1867 年 9 月 24 日 : ルイーズ・ダムケ宛）によれば、大公妃が旅費と 15000 フランを払い、彼女
の馬車とミハーイロフスキイ宮殿の部屋を使わせる好条件だった（Berlioz 2001: 589）。ルイーズは、ベルトルト・ダムケ
Berthold Damke（1812 ～ 75）の妻。ベルトルトはドイツの指揮者、作曲家で、ベルリオーズと親交を結んだ。
35）　ヴァシーリイ・コログリーヴォフ Василий Кологривов（1820 ～ 74）は愛好家のチェロ奏者で、協会の創立メンバー、幹部。
36）　ニコラーイ・フィンデーイゼンが 1909 年に編纂した『帝室ロシア音楽協会サンクトペテルブルグ支部の活動概要』付録
の演奏会記録に準拠する（Финдейзен 2015: 9）。キュイーの演奏会評（Кюи 1952: 118 − 126, 133 − 142）を参照し、可能な限
り作品名を明記する。
37）　エドワール・アレクサンドル Edouard Alexandre（1824 ～ 88）はフランスのオルガンとハルモニウムの製造者。
〔表１〕バラーキレフとリームスキイ＝コールサコフが指揮したベルリオーズの作品（無料音楽学校とロシア音楽協会） 
年月日（露旧暦） 主催 指揮 曲目 
1864年4月6日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 《テ・デウム》第２曲〈ティビ・オムネス〉 
1865年2月22日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 《ロメオとジュリエット》より〈マブ女王または夢の精〉 
1865年3月22日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 序曲《海賊》 
1866年2月21日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン モノドラマ《レリオ―または生への回帰》より〈エオリアン・ハープ〉〈シェイクスピアの『テ
ンペスト』によるファンタジー〉 
1866年12月11日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 《ファウストの劫罰》より〈地の精と空気の精の合唱―ファウストの夢〉〈空気の精の踊り〉 
1867年3月6日 無料音楽学校 バラーキレフ、ロマーキン 序曲《ローマの謝肉祭》 
1868年11月23日 ロ ア音楽協会 バラーキレフ 《ロメオとジュリエット》抜粋 
1869年2月16日 無料音楽学校 バラーキレフ 《テ・デウム》 
1869年2月24日（西暦3月8日）                     ベルリオーズ死去 
1869年4月9日 無料音楽学校 バラーキレフ 《テ・デウム》 
1869年4月26日 ロシア音楽協会 バラーキレフ オペラ《トロイアの人々》より交響的情景 
1869年11月2日 無料音楽学校 バラーキレフ 《レリオ―または生への回帰》より〈エオリアン・ハープ〉〈シェイクスピアの『テンペスト』
によるファンタジー〉 
1870年4月18日 無料音楽学校 バラーキレフ ウェーバー《舞踏への勧誘》（ベルリオーズによる管弦楽版） 
1871年12月18日 無料音楽学校 バラーキレフ 序曲《ローマの謝肉祭》 
1872年2月12日 無料音楽学校 バラーキレフ 《テ・デウム》 





1879年2月27日 無料音楽学校 リームスキイ＝コールサコフ 《幻想交響曲》 
1879年11月13日 無料音楽学校 リームスキイ＝コールサコフ オペラ《ベンヴェヌート・チェッリーニ》より序曲 
1880年2月12日 無料音楽学校 リームスキイ＝コールサコフ オペラ《トロイアの人々》より第2幕〈ヌビア人の奴隷〉〈トロイアの船乗りの歌〉 
1881年2月3日 無料音楽学校 リームスキイ＝コールサコフ 序曲《ローマの謝肉祭》 
1882年2月15日 無料音楽学校 バラーキレフ 《テ・デウム》 
1885年3月11日 無料音楽学校 バラーキレフ 《ファウストの劫罰》より〈空気の精の踊り〉 
1887年3月12日 無料音楽学校 
創立25周年記念 
バラーキレフ 《ロメオとジュリエット》より〈マブ女王または夢 精〉 




1867年11月16日 ベートーヴェン 交響曲第6番、モーツァルト オペラ《魔笛》より〈神官たちの合唱〉、オペラ《ベンヴェヌート・チェッリーニ》より序曲、 
モーツァルト オペラ《フィガロの結婚》よりスザンナのアリア、モーツァルト《アヴェ・ヴェルム・コルプス》、歌曲集《夏の夜》より第４曲〈君
なくて〉、ウェーバ  ーオペラ《オベロン》より序曲 
1867年11月25日 ベートーヴェン 序曲《レオノーレ》第３番、グルック オペラ《アウリスのイフィゲニア》第1幕より、《幻想交響曲》   
1867年12月2日 序曲《ローマの謝肉祭》、ヴィエニャフスキ ヴァイオリン協奏曲第２番、グルック オペラ《オルフェオとエウリディーチェ》第２幕より, 
ヴァイオリンと管弦楽のための《夢とカプリス》、ベートーヴェン 交響曲第５番   
1867年12月16日 ベートーヴェン 交響曲第3番、《レクイエム》より〈オッフェルトリウム〉、グルック 歌劇《アルチェステ》第1幕より、オペラ《宗教裁判官》
より序曲 
1868年 1月13日 ウェーバ  ーオペラ《魔弾の射手》より序曲、パガニーニ ヴァイオリン協奏曲第1番、《魔弾の射手》第３幕よりアガーテのアリア、ベートーヴェ
ン ピアノ協奏曲第５番、バッハ ヴァイオリンのためのアリア、ハイドン《天地創造》よりガブリエルのアリア、ベートーヴェン 交響曲第４番 




















なき共感に値する」（Кюи 1952: 125− 126, 628）。
　一方、リームスキイ＝コールサコフもベルリオーズの全公演を聴いたが（Орлова и Римский-









奏会に先立ち、バラーキレフが指揮するロシア音楽協会の演奏会（1867 年 11 月 9 / 21 日）を聴いて
いる。ベルリオーズの誕生日（11 月 29 日 / 12 月 11 日）には協会幹部らが祝賀会を催し、ベルリオー
ズに協会名誉会員の称号を贈った。1868 年 1 月 24 日 / 2 月 5 日にはバラーキレフやスターソフらと、
マリイーンスキイ劇場のボックス席でグリーンカの《皇帝に捧げし命》を鑑賞し 39）、1 月 31 日 / 2 月
12 日にはスターソフの弟 40）の家で知人の音楽家たちと集った。ベルリオーズは友好の証に、自らの
38）　リームスキイ＝コールサコフが様々な時期に断続的に執筆し、1906 年 8 月までに書き上げた（Римский-Корсаков 2004: 
9）。
39）　ベルリオーズは体調不良のため第 2 幕の途中で退席した（Римский-Корсаков 2004: 98）。
40）　ヴラディーミルの弟であるドミートリイ・スターソフ Дмитрий Стасов（1828 ～ 1918）は、音楽愛好家・活動家であり、
ロシア音楽協会の幹部を務めた。キュイーは『サンクトペテルブルグ報知』第 43 号（旧暦 1868 年 2 月 14 日）の記事で、こ
の集いに言及している（Кюи 1952: 139, 583）。
71
指揮棒に「A M-r Balakireff. Hector Berlioz. 30 Janvier 1868」と記してバラーキレフに贈り、《ロメ
オとジュリエット》の〈マブ女王〉で使用する特注のパリ製アンティーク・シンバルを協会に寄贈し、
2 月 1 / 13 日にペテルブルグを後にした（以上 Балакирев и Стасов 1935: 245 − 247, Стасов 1952: 























ターソフへの手紙（1868 年 3 月 1 日）では体調不良を訴え、こう結んでいる。「手紙を下さい。あな
たの手紙、そして太陽も私を蘇らせることでしょう…」（Berlioz 2001: 680 − 681）。後の手紙（同年 8
月 21 日）では、ロシア音楽協会の一派がバラーキレフを退かせるため、彼を悪く評するよう手紙で
依頼してきたことを知らせた。そしてスターソフやキュイーとの再会を夢見つつ、バラーキレフへ
の挨拶も言づけた（Berlioz 2001: 708 − 709）。





George Gordon Byron（1788 ～ 1824）の『マンフレッド』を題材に交響曲を書くよう勧め、《イタ
リアのハロルド》のようにマンフレッドの主題を固定楽想（idée fixe）として交響曲全体で使うこ
とや、各楽章の標題や曲想まで細かく提案した（Балакирев и Стасов 1935: 255-256, Berlioz 2001: 





レフを通して熟知されていた。彼らの仲間が集い始めたのは 1861 年の末 42）であり、バラーキレフが
ベルリオーズの創作に強い関心を抱いた時期だった。リームスキイ＝コールサコフは当時を振り
返り、「ベルリオーズは知られるようになったばかりで、極めて尊敬されていた」と述べている
（Римский-Корсаков 2004: 28）。バラーキレフの誕生日（旧暦 1861 年 12 月 21 日）にはキュイー宅
に仲間が集い、ベルリオーズの《ロメオとジュリエット》よりキャピュレット家の舞踏会の場面や〈マ




いたことが窺える（Балакирев и Стасов 1935: 125-126, 139− 141）。
　ベルリオーズの楽曲のみならず、『管弦楽法』も彼らの間で参照された。リームスキイ＝コールサ





（Римский-Корсаков 2004: 45, 87, 191）。こうした内容は、バラーキレフがスターソフに宛てた手紙
（旧暦 1861 年 7 月 15 日）の内容とも合致する。「初夏、私はベルリオーズの管弦楽法の教程を沢山
読み、大いに役立ちました。とくにナチュラル・ホルンやナチュラル・トランペットに関して沢山
42）　リームスキイ＝コールサコフは旧暦 11 月 26 日に初めてバラーキレフを訪ね、そこにキュイーもおり、後日バラーキレフ
宅でムーソルグスキイと出会った（Орлова и Римский-Корсаков 1969: 153）。リームスキイ＝コールサコフは、こう述べ

























リング 1993: 387）44）。固定楽想の扱い方を、楽章ごとに確認する〔表 3 〕45）。
　第 1 楽章〈夢−情熱〉では、序奏部で固定楽想が断片的に聴かれ（mm.3-4, 28-29: Vn）、アレグロ
の主部（変則的なソナタ形式）の始めに完全な姿を現す〔譜例 1 −① 46）〕。これが第 1 主題となり、
43）　ベルリオーズの手紙（1830 年 4 月 16 日 : H. フェラン宛）、初版譜、1855 年以降の総譜における各稿が邦訳されている（デー
ムリング 1993: 384-389；井上 2001: iii-xii 他）。
44）　以下の楽曲分析での標題の引用は、初版譜による（デームリング 1993: 386-387）。




46）　111 小節目までを固定楽想と捉える（井上 2001: vii）。
74
展開部と再現部で 1 回ずつ現れる 47）。終結部（m.491.2 ～）では固定楽想の動機に導かれ、ヴァイオ
リンが固定楽想を途中まで奏で、その余韻の中で終わる。以上の箇所で固定楽想が前面に現れるほ
か、その動機は随所に認められる。その変形 48）、展開部の開始部での動機操作（mm.166 − 186）のほか、
再現部に先立ち弦楽器が動機を多声的に扱い（m.359～）、固定楽想の再現へと導く。また終盤（mm.451
− 460）では、木管楽器による動機の多声的な扱いが聴かれる。







　第 4 楽章〈断頭台への行進〉は、2 つの楽想（行進とファンファーレ風）が交互になり進行する。
47）　232 小節目からを再現部と捉えることも可能だが、ここでは調性が主調に戻る 410 小節目からを再現部とする（井上 
2001: viii）。
48）　固定楽想から派生した音形（m.150 ～）を、第 2 主題とする解釈もある（井上 2001: viii）。
 




















第1楽章 71.2-111 Fl solo, Vn  
 238.2-278 Fl, (Ob) Cl, Bn 
 410-427 Picc, Fl, Ob, Crt, Va 
 503-510 Vn 
第2楽章 120-160 Fl solo, Ob solo→Cl solo 
 302-319 Cl solo 
第3楽章 89.6-102.2 Fl solo, Ob solo  
第4楽章 164.2-168 Cl solo 
第5楽章 21-28 Cl solo 
 40-64 Eb Cl solo (Picc, Fl, Ob, Cl., Bn) 
第1楽章  14-21 Fl., Cl., (Hn) Bn 
     38-45 Va solo 
 46-53 Va solo  
 73-80 Va solo, Fl., Ob., Cl., Fg., Cort., Vla.  
第2楽章 64-88 Va solo  
第3楽章 72-95.3 Va solo, Vn, Va  
 167-190 Fl, Hp 
 202-206 Va solo  
第4楽章 80-99 Cl, Va solo  
第1楽章 14-18 Vn solo 
第2楽章 1-4 Vn solo  
第3楽章 142-144 Vn solo 
第4楽章 8-9 Vn solo 
29 Vn solo 
641-644, 660 Vn solo 
〔表３〕《幻想交響曲》の固定楽想
　〔譜例 1 〕《幻想交響曲》：固定楽想
②　第 5 楽章　mm.40-48（Eb Cl solo）





















表題は《イタリアのハロルド》とした」（ベルリオーズ 1981: 296 − 298）。こうしてベルリオーズは、





















− 357）、ハロルドの主題の冒頭 4 音と第 1 主題の動機を繰り返して高揚する箇所（mm.358-377, 404 −
419）がある。ハロルドの主題の動機操作が見られるのは、この楽章だけである。
　第 2 楽章〈夕べの祈りを歌う巡礼の行進〉では、ハロルドの主題は 1 回だけ現れる。独奏ヴィオ
ラなどがハロルドの主題（音価の拡大形）を奏する一方、第 2 ヴァイオリン、ファゴットとチェロ、






















































第1楽章  14-21 Fl, Ob, Cl, (Hn) Bn 
     38-45 Va solo 
 46-53 Va solo  
 73-80 Va solo, Fl, Ob, Cl, Bn, Cort, Hp, Vc 
第2楽章 64-88 Va solo, Cl, Hn  
第3楽章 72-95 Va solo, Vn, Va  
 167-190 Fl, Hp 
 202-206 Va solo  
第4楽章 80-99 Va solo, Cl 
第1楽章 第1稿（1868） 第2稿（1875）とその改訂（1903） 第3稿（1897） 
25.4-29 Va 25.4-29 Va 25.4-29 Eh, Va→Vn, Vc 
33.4-37 Va 33.4-37 Va 33.4-37 Eh, Vn, (Va) 
118.4-122 Va. 118.4-122 Va 122.4-126 Eh, Va→Vn, Vc 
192.6-202 Hn. 192.6-200 Hn 182.6-190 Eh, Vn, Vc 
226.6-242 Hn→Bn & Vc 224.6-238 Hh→Bn & Vc 220.6-232 Eh, Hn, Va. 
254.4-258 Vn 249.4-253 Ob, Vn 246.4-250 Vn 
294.4-297 Va 285.4-288 Fl, Eh, Vn, Va 281.4-284 Ob, Eh, Vn 
       
第2楽章 88.2-96 Tbn 88.2-96 Hn, Tbn  90.2-98 Hn, Tp, Tbn, Tba 
 165.2-181 (Tp) Tbn 168.2-180 Tbn 167.2-179 Tbn 
 226.2-234 Vn 221.2-229 Ob, Vn  223.2-230 Ob, Vn 
       
第3楽章 77.4-85.2 Tbn 74.5-83 (Hn) Tbn 75.4-83 (Hn) Tbn 
 132.4-144.2 Tbn 128.4-140 Tbn 128.4-140 (Hn) Tbn 
       
第4楽章 97-104 Fl solo 110-117 Fl solo 112-119 Fl solo 
 105.2-114 Bn, Vc→Va→Vn 119.2-128 Bn→Eh, Vc, (Vn) 121.2-130 Bn→Eh, Vc, (Vn) 
 164.2-177 Vn, (Va) 173.2-186 Ob, Vn, (Va) 175.2-188 (Ob) Vn, (Va) 
 178.2-185 Vn→Va 187.2-195 Vn 189.2-197 Vn 
第1楽章 14-18 Vn solo 
第2楽章 1-4 Vn solo  
第3楽章 142-144 Vn solo 
第4楽章 8-9 Vn solo 
29 Vn solo 







































② 第 4 楽章 mm.80-99（Va solo, Cl） 
① 第 1 楽章 mm.38-45（Va solo） 
① 第 1 楽章 mm.25-29（Eh）  
② 第 2 楽章 mm.17-25 
③ 第 4 楽章 mm.112-119（Fl solo） 
① 第 1 楽章 mm.14-18（Vn solo） 
② 第 4 楽章 mm.8-9（Vn solo） 
① 第 1 楽章 mm.72-94（Fl solo, Vn） 






































② 第 4 楽章 mm.80-99（Va solo, Cl） 
① 第 1 楽章 mm.38-45（Va solo） 
① 第 1 楽章 mm.25-29（Eh）  
② 第 2 楽章 mm.17-25 
③ 第 4 楽章 mm.112-119（Fl solo） 
① 第 1 楽章 mm.14-18（Vn solo） 
② 第 4 楽章 mm.8-9（Vn solo） 
① 第 1 楽章 mm.72-94（Fl solo, Vn） 












独奏ヴィオラと他の楽器の役割の交替（第 3 楽章）、独奏ヴィオラと他の楽器の掛け合い（第 4 楽章）
といった工夫が見られた。
リームスキイ＝コールサコフの交響組曲《アンタール》（1868）




　自筆譜の日付（旧暦）によれば、第 1 楽章（1868 年 1 月 9 ～ 16 日）、第 4 楽章（ 2 月 20 日）、第
2 楽章（ 6 月 8 ～ 22 日）、第 3 楽章（ 8 月 4 ～ 24 日）と筆が進められた（Римский-Корсаков 2004: 














54）　初稿（1949 年に『作品全集』第 17 巻で出版）と第 2 稿（1875 年改訂、1880 年出版）は交響曲第 2 番だが、第 3 稿（1897










シプ・センコーフスキイ Осип Сенковский（1800 ～ 58）のおとぎ話『アンタール：東洋の物語』（1833）
の筋を追うもので、主人公アンタールを表す主題が全楽章に登場する。これは《イタリアのハロル
ド》の全楽章に、主人公ハロルドの主題が現れるのと同じ手法である。アンタールの主題の扱い方を、




55）　リムスキー＝コルサコフ作品全集第 17 巻 A（1949）に掲載されている標題（露語）の全訳。『イスラム百科事典 The 
Encyclopaedia of Islam』第 2 版（オンライン版）の ”Parī” の項目によると、ペリはペルシア語で翼を意味する par を語源と
し、様々な伝説や物語に登場する超自然的な存在。翼と魔力をもち、女性の姿で描かれることが多い。

































































第1楽章 第1稿（1868） 第2稿（1875）とその改訂（1903） 第3稿（1897） 
25.4-29 Va 25.4-29 Va 25.4-29 Eh, Vn→Va, Vc 
33.4-37 Va 33.4-37 Va 33.4-37 Eh, Vn, (Va) 
118.4-122 Va. 118.4-122 Va 122.4-126 Eh, Va→Vn, Vc 
192.4-202 Hn. 192.4-200 Hn 182.4-190 Eh, Vn, Vc 
226.4-242 Hn→Bn. 224.4-238 Hh→Bn, Vc 220.4-234 Eh, Hn, Va. 
254.4-258 Vn 249.4-253 Ob, Vn 248.4-252 Vn 
294.4-299 Va 285.4-288 Fl, Eh, Vn, Va 283.4-286 Ob, Eh, Vn 
       
第2楽章 88.2-96 Tbn 88.2-96 Hn, Tbn  90.2-98 Hn, Tp, Tbn, Tba 
 165.2-181 (Tp) Tbn 168.2-180 Tbn 167.2-179 Tbn 
 226.2-233 Vn 221.2-229 Ob, Vn  223.2-230 Ob, Vn 
       
第3楽章 77.4-85.2 Tbn 74.5-83 (Hn) Tbn 75.4-83 (Hn) Tbn 
 132.4-144.2 Tbn 128.4-140 Tbn 128.4-140 (Hn) Tbn 
       
第4楽章 97-104 Fl solo 110-117 Fl solo 112-119 Fl solo 
 105.2-114 Bn, Vc→Va→Vn 119.2-128 Bn→Eh, Vc, (Vn) 121.2-130 Bn→Eh, Vc, (Vn) 
 164.2-177 Vn, (Va) 173.2-186 Ob, Vn, (Va) 175.2-188 Ob, Vn, (Va) 
 178.2- Vn→Va 187.2-195 Vn 189.2-197 Vn 
79
Корсаков 2004: 109 − 110）。実際、第 1 楽章は《幻想交響曲》や《イタリアのハロルド》と違い、ソ
ナタ形式の枠組をもたない。ラルゴの冒頭は砂漠の場面（標題 1 段落目）と解され、アンタールの



























































第1楽章  14-21 Fl, Ob, Cl, (Hn) Bn 
     38-45 Va solo 
 46-53 Va solo  
 73-80 Va solo, Fl, Ob, Cl, Bn, Cort, Hp, Vc 
第2楽章 64-88 Va solo, Cl, Hn  
第3楽章 72-95 Va solo, Vn, Va  
 167-190 Fl, Hp 
 202-206 Va solo  
第4楽章 80-99 Va solo, Cl 
第1楽章 第1稿（1868） 第2稿（1875）とその改訂（1903） 第3稿（1897） 
25.4-29 Va 25.4-29 Va 25.4-29 Eh, Va→Vn, Vc 
33.4-37 Va 33.4-37 Va 33.4-37 Eh, Vn, (Va) 
118.4-122 Va. 118.4-122 Va 122.4-126 Eh, Va→Vn, Vc 
192.6-202 Hn. 192.6-200 Hn 182.6-190 Eh, Vn, Vc 
226.6-242 Hn→Bn & Vc 224.6-238 Hh→Bn & Vc 220.6-232 Eh, Hn, Va. 
254.4-258 Vn 249.4-253 Ob, Vn 246.4-250 Vn 
294.4-297 Va 285.4-288 Fl, Eh, Vn, Va 281.4-284 Ob, Eh, Vn 
       
第2楽章 88.2-96 Tbn 88.2-96 Hn, Tbn  90.2-98 Hn, Tp, Tbn, Tba 
 165.2-181 (Tp) Tbn 168.2-180 Tbn 167.2-179 Tbn 
 226.2-234 Vn 221.2-229 Ob, Vn  223.2-230 Ob, Vn 
       
第3楽章 77.4-85.2 Tbn 74.5-83 (Hn) Tbn 75.4-83 (Hn) Tbn 
 132.4-144.2 Tbn 128.4-140 Tbn 128.4-140 (Hn) Tbn 
       
第4楽章 97-104 Fl solo 110-117 Fl solo 112-119 Fl solo 
 105.2-114 Bn, Vc→Va→Vn 119.2-128 Bn→Eh, Vc, (Vn) 121.2-130 Bn→Eh, Vc, (Vn) 
 164.2-177 Vn, (Va) 173.2-186 Ob, Vn, (Va) 175.2-188 (Ob) Vn, (Va) 
 178.2-185 Vn→Va 187.2-195 Vn 189.2-197 Vn 
第1楽章 14-18 Vn solo 
第2楽章 1-4 Vn solo  
第3楽章 142-144 Vn solo 
第4楽章 8-9 Vn solo 
29 Vn solo 







































② 第 4 楽章 mm.80-99（Va solo, Cl） 
① 第 1 楽章 mm.38-45（Va solo） 
① 第 1 楽章 mm.25-29（Eh）  
② 第 2 楽章 mm.17-25 
③ 第 4 楽章 mm.112-119（Fl solo） 
① 第 1 楽章 mm.14-18（Vn solo） 
② 第 4 楽章 mm.8-9（Vn solo） 
① 第 1 楽章 mm.72-94（Fl solo, Vn） 









② 第 4 楽章 mm.80-99（Va solo, Cl） 
① 第 1 楽章 mm.38-45（Va solo） 
① 第 1 楽章 mm.25-29（Eh）  
② 第 2 楽章 mm.17-25 
③ 第 4 楽章 mm.112-119（Fl solo） 
① 第 1 楽章 mm.14-18（Vn solo） 
② 第 4 楽章 mm.8-9（Vn solo） 
① 第 1 楽章 mm.72-94（Fl solo, Vn） 
② 第 5 楽章 mm.40-48（Eb Cl solo） 
　〔譜例 3 〕《アンタール》（第３稿）：アンタールの主題
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　アンタールの主題は金管楽器で威風堂々と登場し、最後だけヴァイオリンが “ 優しく悲しげに ” 奏










なるロンドであり、導入部は第 1 楽章 61）からの借用で、アンタールが再びパルミラの廃墟にいるこ
とを表す。主部のアダージョは、歌うようなアラブの主題 62）とその展開が土台となり、アンタール
の主題や女王のフレーズも用いられる。長いコーダは、アンタールと女王の両主題に基づく
（Римский-Корсаков 2004: 110 − 111）。
　アンタールの主題は副次的なフレーズ（エピソード）のなかで、アラブの主題の変形（mm.103−




59）　先の作曲者から、冒頭のフレーズ全体を第 1 主題と捉えることができる（mm.1 − 25）。








　アンタールの主題を奏でるのは、第 1 楽章と第 4 楽章（アンタールと女王の出会いや愛が描かれる）
では木管楽器と弦楽器、第 2 楽章と第 3 楽章では主に金管楽器であり、標題と楽想に応じて楽器が
使い分けられている。
交響組曲《シェエラザード》op.35（1888）
　《アンタール》から 20 年後 64）、リームスキイ＝コールサコフは再び東洋的な題材を取り上げ、自
らの管弦楽曲の創作の総決算となる《シェエラザード》を作曲した 65）。ベリャーエフ社が出版した初
版譜（1889）の扉には、交響組曲《シェエラザード：『千一夜』による》（Shéhérazade d'après Mille 















































































② 第 4 楽章 mm.80-99（Va solo, Cl） 
① 第 1 楽章 mm.38-45（Va solo） 
① 第 1 楽章 mm.25-29（Eh）  
② 第 2 楽章 mm.17-25 
③ 第 4 楽章 mm.112-119（Fl solo） 
① 第 1 楽章 mm.14-18（Vn solo） 
② 第 4 楽章 mm.8-9（Vn solo） 
① 第 1 楽章 mm.72-94（Fl solo, Vn） 






































② 第 4 楽章 mm.80-99（Va solo, Cl） 
① 第 1 楽章 mm.38-45（Va solo） 
① 第 1 楽章 mm.25-29（Eh）  
② 第 2 楽章 mm.17-25 
③ 第 4 楽章 mm.112-119（Fl solo） 
① 第 1 楽章 mm.14-18（Vn solo） 
② 第 4 楽章 mm.8-9（Vn solo） 
① 第 1 楽章 mm.72-94（Fl solo, Vn） 
② 第 5 楽章 mm.40-48（Eb Cl solo） 
　〔譜例 4 〕《シェエラザード》：シェエラザードの主題
 




















第1楽章 71.2-111 Fl solo, Vn  
 238.2-278 Fl, (Ob) Cl, Bn 
 410-427 Picc, Fl, Ob, Crt, Va 
 503-510 Vn 
第2楽章 120-160 Fl solo, Ob solo→Cl solo 
 302-319 Cl solo 
第3楽章 89.6-102.2 Fl solo, Ob solo  
第4楽章 164.2-168 Cl solo 
第5楽章 21-28 Cl solo 
 40-64 Eb Cl solo (Picc, Fl, Ob, Cl., Bn) 
第1楽章  14-21 Fl., Cl., (Hn) Bn 
     38-45 Va solo 
 46-53 Va solo  
 73-80 Va solo, Fl., Ob., Cl., Fg., Cort., Vla.  
第2楽章 64-88 Va solo  
第3楽章 72-95.3 Va solo, Vn, Va  
 167-190 Fl, Hp 
 202-206 Va solo  
第4楽章 80-99 Cl, Va solo  
第1楽章 14-18 Vn solo 
第2楽章 1-4 Vn solo  
第3楽章 142-144 Vn solo 
第4楽章 8-9 Vn solo 
29 Vn solo 








の主題の後、“ カデンツァ ” と表記された分散和音のパッセージを奏でる。そのうえに楽章の主題（Ob, 
Cl）が現れ、この主題でのクライマックスに導く 69）。ここではシェエラザードの姿（ヴァイオリンの
分散和音）と彼女が語る内容（楽章の音楽）が、重ねて表現されている。この場面は、《イタリアの








エラザード》では終盤のクライマックス（“Allegro non troppo maestoso72）”）が第 1 楽章の主部の主
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Musical Exchange between Hector Berlioz and Russian Composers:
In Search of Links between Symphonie Fantastique and Scheherazade
Yasuko NOHARA
　This paper focuses on the musical exchange between Hector Berlioz (1803-1869) and Russian 
composers of the same period. First, Berlioz’s relationships with Mikhail Glinka (1804-1857) and 
Mily Balakirev (1837-1910) and his colleagues (known as “The Mighty Handful”) are described 
based on their writings. Secondly, the influence of Berlioz on the Mighty Handful is examined. 
To reveal one aspect of his multifaceted influence on the composers, Berlioz’s two program 
symphonies, Symphonie Fantastique (1830) and Harold in Italy (1834), as well as Rimsky-Korsakov’s 
two symphonic suites, Antar (1868) and Scheherazade (1888), are examined. By illustrating common 
features through the comparison of these works, the links between Berlioz and Rimsky-Korsakov 
are highlighted. 
　In February 1845, Glinka, seeking an opportunity to debut as a composer in Paris, visited 
Berlioz through his friend’s introduction. Berlioz willingly assisted Glinka, helping to spread his 
name throughout Paris. At a music festival on March 16th, Berlioz conducted an aria from the 
opera A Life for the Tsar and “Lezginka” from the opera Ruslan and Ludmila. He also published 
the extensive article “Michel de Glinka” in Journal des Débats on April 16th. Glinka’s success 
was secured thanks to Berlioz’s significant support. He then left for Spain, a destination he had 
long dreamed of visiting. In contrast, Berlioz was burdened by extensive debt resulting from the 
premiere of The Damnation of Faust in December 1826, and he decided to embark on concert 
tour in Russia. From February to May of 1827, Berlioz achieved great success at concerts in St. 
Petersburg and Moscow, owing to the aid of influential Russian musicians and upper-class music 
lovers. 
　At the beginning of the 1860s, Balakirev and his colleagues became deeply interested in Berlioz’s 
works. Beginning in 1864, Balakirev frequently conducted Berlioz’s orchestral works at concerts 
held by the Free Music School, which he had founded. In the summer of 1867, César Cui (1835-
1918) visited Berlioz in Paris, planning to perform his opera Les Troyens for the school’s concert. 
In September 1867, Balakirev took up a post as conductor of the Imperial Russian Musical Society 
in St. Petersburg. At the same time, Balakirev’s proposal to invite Berlioz as guest conductor was 
accepted. From November 1867 to January 1868, Berlioz appeared on stage at six concerts, the 
programs of which included ten of his works. During his stay in St. Petersburg, his friendships 
deepened with Russian musicians and upper-class music lovers, especially with Balakirev, and he 
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received honorary membership to the society on his birthday. 
　At the above-mentioned concerts, Berlioz conducted his Symphonie Fantastique and Harold in 
Italy. The “idée fixe” in the former and the theme of Harold in the latter appear throughout all 
of the movements. While Berlioz was staying in St. Petersburg, Rimsky-Korsakov, after hearing 
Symphonie Fantastique, embarked on the composition of Antar in January 1868. As with Symphonie 
Fantastique, a program that explains the plot of each movement accompanies the work. Antar 
shares common features with Berlioz’s works, including the use of the theme of Antar in the same 
manner as that of Harold. 
　Scheherazade also shares common features with Berlioz’s works. The program printed in the 
first published score implies its association with One Thousand and One Nights. The theme of 
Scheherazade is present in all movements, and all themes of preceding movements reappear in the 
finale, as with in Harold in Italy. A similar technique to the “idée fixe” seems to be integrated into 
Rimsky-Korsakov’s musical language during his long-standing creative activity, and he exercises 
ingenuity in the use of the theme of Scheherazade, causing it to serve as the framework for the 
stories told by the character. When these similarities to Berlioz’s works are taken into account, the 



















オーズは、1846 年 12 月の《ファウストの劫罰》パリ初演の結果、多額の負債を抱え、ロシアへの演






ズを訪ねた。こうしたなか 1867 年 9 月、バラーキレフがペテルブルグの帝室ロシア音楽協会の指揮
者に就き、バラーキレフの要望により協会主催の演奏会を指揮するためベルリオーズを招聘するこ
とが決定する。ベルリオーズは 1867 年 11 月から翌年 1 月にかけて６回の演奏会を指揮し、バラー
キレフやキュイー、批評家ヴラディーミル・スターソフらと親睦を深め、ベルリオーズの誕生日に
はロシア音楽協会の名誉会員の称号が贈られた。
　ベルリオーズがロシアでの公演で、《幻想交響曲》と《イタリアのハロルド》も指揮している。こ
れらの標題交響曲では、固定楽想、あるいは主人公ハロルドを表す主題を全楽章に登場させる独自
の手法が用いられている。リームスキイ＝コールサコフもベルリオーズの公演を聴いており、1868
年 1 月に《アンタール》の作曲を始めている。《アンタール》には《幻想交響曲》と同様、各楽章が
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描きだす内容を説明する標題がある。そして主人公アンタールを表す主題を全楽章に登場させる手
法を始め、ベルリオーズの作品との共通点が見られる。
　《シェエラザード》の初版譜には『千一夜物語』との繋がりを示唆する標題が掲載されており、「シェ
エラザードの主題」を全楽章に登場させる手法のほか、《イタリアのハロルド》でヴィオラが主人公
ハロルドの主題を奏でるのと同様に、ヴァイオリンが主人公シェエラザードの主題を奏でる点、ま
た《イタリアのハロルド》と同様、先行する全ての楽章の主題を終楽章で回想する点など、ベルリオー
ズの作品に通ずる手法が散見される。だが長年の創作活動のなかで固定楽想に通ずる手法は、リー
ムスキイ＝コールサコフ自身の語法の一部と化し、各楽章で描かれる物語の枠組みをなすように、
その語り手であるシェエラザードを表す主題を登場させるなど、創意も多分に加わっている。こう
した視点から《シェエラザード》を見るとき、ベルリオーズとロシア音楽界の交流がもたらした精
華としての側面が浮かび上がるのではないだろうか。
